
FLORA KANAGAWA 
Jan. 10. 2001 No. 51 

神奈川県植物誌調査会ニュース第51号

〒250-0031 小田原市入生田崎9 県立博物館内神奈川県植物誌調査会

TEL 0465-21-1515.FAX 0465・23・8846

e-mail katsu@pat-net.ne.jp 

郵便振替 00230-5-10195

クモラン.詳細は605ページ参照.

浜口哲一:フウロソウ属の帰化種についてー ー • • • • • • • • • • • • • • • • • • .・..一一…・ー ー・…・ー・ー・・ー .......596

吉田三夫:トキホコリ(イラクサ科)の生態について. ・・・・・・・ ・・…............…・… e・e・-…・ー.... 597 

長谷川義人:ヤマガキの神奈川県産の確実なる報知.....….......................・......"....... ー.......599

長谷川義人:オオパイボタの原記載と現実との震離 ....................・ S・M ・.....・ H・.....・ H ・… ・ー・......600 

長谷川義人:ゼーメンのヤナギ学説(I903)の紹介・…… ・ーーー ー…-…-….. ・・・…ー・ …601 

佐々木あや子:マメ科植物・話題あれこれ............ ー・・・ ・・・ ー・......"....……..........…… 603 

埜村恵美子・菊地真知子:南足柄でクモランを発見 ーー .....・・・・・・・… …............・0・H ・H ・......605 

菊地真知子・埜村恵美子:チクゴスズメノヒエ，神奈川県に産す.....・…・ ・・・・ ー・・ ー・ ・・・・・…........605

奥津均:タシロランの新産地 ーー…・.......・ e・...・H ・.....................… -…一…・・…..........・H ・...606 

奥津均:ツルマオの県内初見い 一・・ ・・ ー・・ ー............・a・....…… ・ー・・ ・・ .....・ ・・・・ー・… ……...607 

秋山幸也.ホウキアゼガヤ(新称、)一..........…… ー…ーーー・・・・ ・ ・・............・H ・..................607

勝山輝男:アメリカミコシガヤの学名訂正とナガパアメリカミコシガヤ ーー……・ 0・H ・H ・................608 

勝山輝男:アオテンツキ，ヒメアオガヤツ1人そしてシマクサギ採集記 .ー・・ーー・……・…・・・・…… 609

-595-



フウ口ソウ属の帰化種について

(浜口哲一)

植物誌の原稿を書くために，フウロソウ科の

標本を見て歩くうちに気のついたことがいくつ

かあるので書き留めておきたい.なお，文献

の入手にお力添え頂いた大阪市立自然史博

物館の藤井伸二氏に感謝する.

(1 )ヒメフウ口の野生化

近年，市街地の路傍で葉が細かく切れ込

み，濃いピンク色の可憐な花をつけるフウロ

ソウを見かけることが多くなった.調べてみる

とこれはヒメフウロGeraniumrobertianum L 

で、あった.ヒメフウロは日本では，伊吹山など

の西日本の石灰岩地に分布が限られる希少

な植物だが，ユーラシアおよびアメリカに広く

分布し，ヨーロッパでは雑草的に生えていると

いう.路傍で見られるようになったものも，

ハーブロパートという英名で花壇に栽培され

ているものが逃げ出した，外国起源の帰化個

体と考えるべきであろう.現在のところ， 一時

的に逸出したという段階のようだが，横浜，相

模原，平塚，真鶴など広い範囲で採集されて

いること， ここ数年急に目立つようになったこ

とから考えて，これから広がっていく可能性が

十分あると思われる.

ヒメフウロの葉は3全裂し，一見したところツ

ノミオランダフウロに類似している.植物誌調

査で採集された標本も，この種に同定されて

ヒメフウ口

果実(手前の苓片を

はずして示す)
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いることが多かったが，ヒメフウロの場合には

各裂片の先端が黒ずんだ点状の突起に終わ

るのがよい特徴になる.また，全草に腺毛が

まばらに生え，独特の臭いを持つ.花時に専

片が直立していること，花柱には微毛が密生

するが，果実は果体(種子を入れた部分)も

l持も無毛なことも， 他のフウロソウに見られな

い特徴である.熟すと鳴が落ち，果体が中軸

の先端から2本の糸でぶら下がるという性質

も特異である.

なお，標本を観察して，若干の問題を感じて

いるのは，その花粉が黄色いということであ

る.Webb & F巴rguson(1968)によると， G. 

pu中ureumVill.という近縁種があり，ヒメフウ

ロの花粉はオレンジ色であるのに対して黄色

い花粉を持つと書かれている.しかし，野生

化している個体は，花が大きめで花弁の長き

がlcm程度あること，果体の上端にある襟状

のうねが一重しか認められないこと

ヤurupureumでは四重)から，ヒメフウロと
判断した.

(2)アメリカフウ口に似た帰化種の見分け方

太万掛(1998)によると，フウロソウ属の帰

化種として，アメリカフウロG.carolinianum L.， 

オトメフウロG.dissectum L.，チゴフウロ G.

pussilum L.， ヤワゲフウロG.molleLの4種が

あげられている.アメリカフウロは北米原産，

他の3種はヨーロッパ原産で，どれも円形の葉

が5~7に深く切れ込む点でよ く似ている.

このうちオトメフウロは浅井(1975)によって

報告されたもので，同報告によると， 1950年

に藤沢市内の数ヶ所で採集したとのことであ

る.しかし，その後の採集例を聞かず，標本

の所在も確認できていない.また，チゴフウロ

は1958年版の「神奈川県植物誌Jに片瀬，藤
沢に稀という記載があるが，その後は記録さ

れていない.ヤワゲフウロは，北海道と大阪

府で記録されているが，神奈川県からは未発

見である.

今回，植物誌原稿執筆のために，各標本庫

を回ったが，採集された標本はすべてアメリカ
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フウロで， 他の種は見当たらなかった.しか

し，今後の探索用の資料として， Webb& 

Ferguson(l968) ，植村(1989・1994)などを参

考にしてこれらの種の見分け方を示しておく.

(3)アメリカフウ口の腺毛について

アメリカフウロGeraniumcarolinianum L.は

どこの市街地でも普通に見られ，もっとも広範

囲に分布する帰化植物の一つである.前項で

示したような特徴で見分けられるほか，花柄

が短めで花序が密につまってみえるのもよい

特徴になる.

このアメリカフウロだが，現在，県内の標本

庫に収蔵されている個体は例外なく花柄に密

に腺毛を持っている.ところが，長田武正氏

の2冊の帰化植物図鑑には，茎や花柄，果実

には粉状の微細な毛が密生すると書かれて

いて腺毛の存在には触れられていないし，図

にも表わされていない.その点に疑問を感じ

て， Briton & Brown(l970)などの北米のフ

ローラを調べてみたところ，アメリカフウロの

腺毛は変異が大きく，ほとんどないものから

密生するものまであると記載されていた.

現在は，少なくとも神奈川県内では，腺毛を

持つ系統のものが大多数を占めていて，長

田氏が図示したようなタイフ。のものは見られ

ない(見られなくなった?)のではないかと思わ

れる.

文献

浅井康宏， 1975.フウロソウ属の新外来品植

石!7f， 50: 159. 
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2. Dover Publications. 

太刀掛優， 1998.帰化植物便覧 比婆科学教
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植村修二， 1989.大阪府に帰化したヤワゲフ

ウロ近畿植物同好会々誌， 13:21-24. 

植村修二， 1994.走査電顕による帰化フウロ

ソウ属2種の分果及び種子の観察.近畿

植物同好会々誌， 17: 5-8. 

Webb & Ferguson， 1968. Geranium L. in Tutin 

et a1.(eds.)， Flora Europaea 2. Cambridge 

Unjv. Pr巴ss.

トキホコリ(イラクサ科)の生態について

(吉田三夫)

神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神

奈川県レッドデータ生物調査団編， 1995)で

はトキホコリEratostemadenciflorum Franch. 

&Sav.は絶滅危倶種とされている.牧野新日

本植物図鑑(北隆館， 1970)によれば，トキホ

コリは畠の近くの湿地にはえ，高さ15-

20cm，茎，葉，花などの記載があり，果実は

細小で楕円形， 云々とある.
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2000年にトキホコリの群落を4ヵ所観察した

が，湿地と考えられる場所はlヵ所のみで他

は日陰地で、あった.トキホコリが生育し得る本

来的な立地がなくなり，仕方なく他の場所で

生活しているのかも知れない.

トキホコリを初めて見たのは， 1990年， 川崎

自然調査団員の林美幸氏が，お宅の庭に群

落を作っているl株を青少年科学館に持ち込

まれたときだ、った.林氏は購入した植木の土に

果実が混じっていて，それが発芽した移入植

物で、あろうと言っておられた.現在，林氏のお

宅には数株のトキホコリがあるだけだが，後ろ

のお宅の庭端には，群落が生育している.

その後， 1993，4年頃，生田緑地でトキホコリ

群落を観察出来るようになった.その場所は

湿地で当時は純粋なトキホコリ群落のように記

憶しているが，今ではヒヨいjパナ，ミズヒキ，ミ

ヤマシラスゲ，イヌワラビ，ツユクサ，ハルジオ

ン，タチツボスミレなどの草本の中に点在する

ように，高さ3~ 6cmで、生育している.トキホコリ

の長さについては後述するが，これはかなり

貧弱である.同じ植分で通路側はこの夏に刈

り取られたが，その1ヶ月後にはドクダミや他の

植物よりも成長が早かった.根の問題は別とし

て，刈り取られたことによって一時的に空間的

な競争相手がなくなり，成長が早まったよう

だ.結果的にはトキホコリの高さは4 ~ 10cm 

で，従来の草本群落の中よりも他の刈り取ら

れた方が，わずかだが成長がよいようだ.

では， トキホコリの高さ，長さ，茎径などはど

うなっているのだ、ろうか.4ヵ所で最大の高さ，

長さ，茎径のトキホコリは垂れ下がったタマア

ジサイ群落の下の日陰地，通路の脇に生育し

ていた.根元からの植物体の先までの長さは

50cm，内，20cmの茎は地上を横に這って茎

からひげ根を出し，残りの30cmは斜めに立ち

上がって，高さ20cmになっていた.成長の良

いトキホコリはいずれもこのような形をとって

いるが，高さは20cm以上のものは観察で、きな

かった.茎径は5mmが最大で、ある.このように

茎が一方に傾き，高さが限られるのは，茎が

軟弱なためかと考えられる.また，結実する植
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物体をノギスで測ると，最小の長さは5cmで，

茎径は1.5mmであった.結実する植物体の長

さ，茎径にかなりの幅があるようだ.

果実の大きさは100倍の顕微鏡の接眼ミク

ロメータで計測したところ，長さ0.7mm，幅

0.3mmの楕円形で、あった.更に60倍の実体

顕微鏡で果実を観察したところ，果実の表面

には幾条かの翼が縦に走り，薄い白茶で果

実の表面と共に光っていた.粘性はなく，乾

いた紙にはひっつかず，濡れた紙にはよく付

き， ピンセットの先にもよく付き，トキホコリの

茎には毛があるためかよくひっついている.

果実の翼は種の散布の仕掛けと関係がある

のだろうか.

トキホコリは小植分にしても群落をよくつく

る.これは立地との関係が大きいかも知れな

いが，種子の生産数との関係も深いようだ.

葉服につく色のついた果実の集合体から果実

数を調べようとしたが，種が散ってしまってい

るものが多く，調べきれなかった.そこで、集合

体を幾っか調べた結果，果実数は最低50個

と想定，平均的な植物体の長さ20cmの集合

体を25個として果実数を計算してみると果実

数は最低でも1250個となる.発芽率との関係

もあるが，種子生産数は立地との関係が深

く，疎生地に集まる植物ほど生産数が多く軽

量であることが分かっている.このような植物

と比較すると想定される最低の果実数は決し

て多くないが，同程度の高さの植物と比べて

見ると，例えばセイヨウタンポポはカントウタン

ポポより種子数は多いが200個としても， トキ

ホコリの果実数はかなり多く，立地との条件が

あえば群落をつくるものと考えられる.

最後になるが，こσコ2，3年の聞に，2， 3株の
トキホコリが生育しているのおヵ所で見た.こ

れらの場所はいづれもが人の通る場所付近

で，他の植物の少ない所で、あった.しかし，こ

れらはlカ所を除いて無くなってしまった.これ

らのトキホコリは， 立地を探すための先駆的

な役割を担っているようだ.

生田緑地で3ヵ所のトキホコリの群落を観察

したが，どれもが通路の脇であり， 2ヵ所はほ



ぼトキホコリのみの群落であり，トキホコリが

生育する前は他の植物はなかったものと考え

られる.

4群落とし、う狭い地域の知見から結論づける

のは早計だが，上記からトキホコリの果実を

運ぶのは動物，特に人の靴底ではないかと考

えられる.他の植物が生育していなく，立地が

合えば，最初は2，3株でも種子の生産数から

群落を形成することは容易で、なかろうか.

参考文献

沼田真， 1987植物生態学論考.東海大学

出版会.

茎からひげ根を出すトキホコリ.2000.9.19.

ヤマガキの神奈川県産の確実なる報知

(長谷川義人)

実は『神奈川県植物誌1988Jでヤマガキの

県産が不明であるとしたが，それは従来の県

目録・県植物誌など全てにヤマガキが収録さ

れているにもかかわらず，その産地が明示さ

れてなく，県産を疑問としたのである.しかも，

多くの書が本州西部・四国・九州、|の産を示し

ていたので，筆者に先入観としてこの種が神

奈川県にないのではないかとの思いが強

かった.しかし}]UJ泰一先生が1982年11月に

発表した神武寺(三角地帯)の植物にはヤマ

ガキがきちんと登載されており，どうもこの件

を見落としたのは筆者の責任である.

ヤマガキの原記載は『植物学雑誌J22: 

159(1908)に牧野先生がObservationon the 

Flora of Japanの標題の中に書かれた.

Diospyros kaki L.f. var. silvestris Makino r幹

はしばしば高くなり直立.果実は径約 3cmで

球形.強い収敵性があり，種子多数.和名ヤ

マガキ.産地日本，野生の一型.J (長谷川
訳)との英文発表である.しかしながらこの原

記載では，果実カ王ンj、さいこと以外に，なんらこ

の変種を母種から特徴付け識別することはで

きない.実は栽培のカキが，その種子で丘陵

や里山に逸出する事は容易に考えられる.そ

うしてそのような個体が多いと考えている.

陳『中国樹木分類学.1(1937)，大井『日本植

物誌j(1953)，林『有用樹木図説林木編』

(1969)，などにヤマガキの特徴が記されてい

る大井先生のこの変種の記述は簡にして，

要を得たもので、「野生型はヤマガキにして枝

葉に毛多く，葉は精小形にして幅狭く，子房に

毛あり.Jただし「本州(西部)，四国，九州、|に自
生Jとしてある.しかし，誰が牧野先生の記載
に「枝葉に毛多く，葉は精小形にして幅狭く，

子房に毛あり.Jの特徴を追加したかは調査
の時間がない.ご示教戴ければ幸いである.

県立博物館のヤマガキのカバーには現在4

点の標本があり，籾山泰一May，28，1981.逗

子市池子西の谷のおく， KPM-NA0096066， 

0096067 渡辺次男 Oct.，1，1966.KPM-

NA0061780. (det. Momiyama).大場達之

May， 31，1953 KPM-NA0023274.丹沢中津

川.このうち，籾山先生の標本は確かに子房

に毛のある果実の小さいであろう個体で，渡

辺氏のは花果の落ち痕があり，多分花果は

小さいもののようである.大場氏のは花や実

のない標本で筆者の所見では論評できな

い.この結果，籾山先生採集品がヤマガキの

確かな県産の記録となる.

筆者は籾山先生の『神武寺(逗子三角地

帯)の植物J(1982)について出版前に請われ

て借越にもかかわらず拝見させて戴いたが，

この件は全く読み過ごしてしまった.今は亡き

先生にお詫びしなければならない.今回f神
奈川県植物誌』カキノキ科は幸いなことに中

堅気鋭の士・武智憲治氏が分担されるので，

気になっていたことを記した.
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オオバイボタの原記載と現実との需離

(長谷川義人)

オオパイボ、タ'Ligustrumovalifolium Hasskarl 

は神奈川県の沿海地に普通にある低木，小

高木であるが，この種を最初に記載したのは

ドイツ人， Hasskarl氏で，しかもそれは日本産

ではあるが，ジャワ島のボゴ ル植物園の栽

培品が基である.先日，この原記載を読んで

いたところ，花序に関する記載が多くの個体

で見られる現実と異なることに気が付いた.

一般的にこの種の花序は円錐花序で，その

下枝は他種に比べて最も長く広い円錐を示

す.しかるに原記載は狭いやや総状花序とい

う表現をしていることは，この種の特徴を書か

ねばならない筆者にとって困る問題である.

少し長いが次に原記載を紹介する.
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Ligustrum ovalifolium H口.Bog.オオノfイボタ

ボゴール栽培品Japon.日本.(書中のPl19)

Ramis teretibus glaberrimis，foliis brevipetiolatis 

ovalibus aut oblongis utrinque acutis coriaceis 

glaberrimis，supra atroviridibus subnitidis subtus 

pallidioribus，panicula terminali contracta 

subracemosa，floribus bracteatis subsessilibus 

fragrantibus.円柱形の枝にあっては全く無毛，

葉は短柄があり卵形または長楕円形，両端は

鋭形，革質無毛，上面はやや光沢のある暗緑

色，下面はより蒼白色，頂生に出る円錐花序は

狭まったやや総状花序，直葉をもっ花はやや無

柄で芳香がある.(頁下欄外の訳)

このラテン文は全体に与格。格)で書かれ，

問題の Paniculacontracta subracemosaの部

分のみ主格(1格)で書かれたくせのある文章

ではないかと思う.いくらインドネシアにて栽

培されたものとはいえ，基準産地が日本の植

物であり，あまり標準的でない記載は Origi-

nal Descriptionとして困る.

原著のコピーを支度された故籾山泰一先生

にお礼申し上げる.
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ゼーメンのヤナギ学説(1003)の紹介 は津田文庫による)

(長谷川義人)

オットー・フォン・ゼニーメンOttovon Seemen 

の『日本のヤナギ属SalicesJ aponicaeJは

1903年にライプチヒで発行された.83頁18付

図の貴重な本で県立博物館「津田武太郎文

庫」にある.ヤナギ属を研究するものにとっ

て，無くてはならない重要文献である.(本稿

ゼーメン氏は東プロシア(ドイツに統合され

た旧一国)に生まれ，軍人(騎兵大尉)であ

り，功績により，vonの称号を得た.ベルリン

の王立植物園付属博物館の名誉館員とな

り， 1910年に亡くなった.(小原敬氏提供)

以下にSeemenのSalicesJaponica巴中の分類

系を紹介する.節(S巴ctio)についての記載は
(p.603に続く)

ゼーメン氏のヤナギ属大綱

AA. Didymadeniae 雄花と雌花は共に2腺体を持つ(背腺体と腹腺体). 

A. Pleonandrae 雄花は2本以上の独立した雄蕊をもっ.

aa. Brachystylae 花柱を殆ど欠く.

Sect. 1. Pentandrae雄蕊は多くは5本，独立.….....・H ・...1)アカメヤナギS.glandulosa v.Seem. 
*旧くはこの学名がアカメヤナギに当てられていた.

aa. Dolichostylae 花柱は長い.

Sect. 2. Urbanianae花穂は垂下.雄蕊は多くは5.独立.....2)オオパヤナギS.urbaniana v.Seem. 

A. Diandrae 雄花は2本の独立した雄蕊を持つ.

Sect. 3 Subfragiles .…・・………….. ・・ ・・ …・・… ・・・…・ ….....・H ・-….3)S.dolichosηla v.Seem. 

BB. Heteradeniae 雄花は2腺体を持つ(背腺体と腹腺体).雌花はl腹腺体のみ.

B. Pleonandrae 雄花は2本以上の雄蕊を持つ.

Sect. 4. Triandrae・……・…4)タチヤナギS.triandra L. var. nipponica (Franch.et Sav.) v. Se巴m

B. Diandrae 雄花は2本の独立した雄蕊を持つ.

Sect. 5. Albae 

aa.子房は無毛.・・H ・H ・-…-…・・・… ・……・・……-… -…・……5)シダレヤナギS.bαbylonica L. 

aa.子房は有毛.

a.腺体:長く，細い. ..................................，................... 6)シロヤナギS.jessoensis V.S巴em.

a.腺体:短く，広い・...…・……… ..........7)シロシダレヤナギS.lasiogyne v.Seem. 

Cc. Monadeniae 雄花と雌花はただl本の腹腺体のみを持つ.
C. Choristandrae 雄花は2本が独立した雄蕊か，一部分合成した雄蕊を持つ.

aa. Brachystylae 花柱を欠くか或いは極く短い.

a.子房は長い柄がある.

Sect. 6. Capreae・……・・……・・……….....・H ・-….......・H ・.....…...………..8)パッコヤナギS.caprea L. 
*注:当時はセイヨウパッコヤナギの学名をあてた.

a.子房は短い柄がある.

Sect. 7. Repentes .…・……....・H ・.....・H ・-…9)ノヤナギS.repens L. var. subopposita (Miq.) v.S巴巴m.

aa. Meiostylae 花柱は中位の長さ柱頭より長いが子房の半長より長くない.

a.花序軸と直葉は赤褐色或いは赤褐色と灰色の混ざった毛がある.

Sect. 8. Vulpinae・…・-…・…… ・・ ・・……・ ………・…....・H ・...10)キツネヤナギ:s.vulpina Anders. 

a.花序軸と直葉は灰色或いは白色の毛がある.

b.子房柄或いは子房柄と子房は有毛.
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Sect. 9. Phylicifolia巴・…ー・・………・-・… ・…・… 11)ミヤマヤナギS.reinii Franch. et Sav. 

b.子房柄と子房は無毛.

Sect.lO.Hastatae 

c.子房は長柄がある.・・H ・H ・-………・・………・…・・……・目12)シライヤナギ S.shiraii v.S巴巴m

c.子房は中位の柄がある.

d.葉はランセット形，尾状に尖る.下面灰色..• ••• 13)シパヤナギS.japonica Thunb. 

d.葉は狭いランセット形，両面は殆ど同色.14)キヌゲシパヤナギS.fauriei v.Seem. 

aa. Dolichostylae 花柱長く子房長の半長かそれより長い.

a.子房は無毛.

Sect.ll. Pruinosae .......……・……・・・・・・…..........................15)エゾヤナギS.daphnoides Vill 
*注:当時はセイヨウエゾヤナギの学名をあてた.

a.子房は有毛.

Sect.l2. Viminales 

b.子房無柄…ー・…・・一…..........…・・・・… ・ ・・ ・ ・・… 16)キヌヤナギS.viminalis L 
*注:当時はタイリクキヌヤナギ(セイヨウー)の学名をあてた.

b.子房有柄.

c.花穂は葉より前に顕れる.(葉前性)… …・・・ ・・・…ー・・・・・17)S. opaca Anderson 

c.花穂は葉と共に顕れる.(同季性)•.••••• ....・H ・....・H ・-….18) S. sachalinensis Fr.Schmidt 

*注:17)18)は共にオノエヤナギ.

C. Synandrae 雄花は2本が全く或いは大部分が合成した雄蕊を持つ.

aa. Brachystylae 花柱を欠くか極く短い.

S巴ct.13.Purpureae 

a.朔果は無柄或いは殆ど無柄.

b.花穂は円筒形;葉は鋭い鋸歯を持つ.・ …....・ a・.....・H ・..19)コリヤナギs.pu中ureaL. 
*注:当時はセイヨウコリヤナギの学名をあてた

b.雌花穂、は長い円筒形，むち状;葉は鈍鋸歯を持つ

.. 20)エゾノカワヤナギS.miyabeana v.Seem. 

a.朔果は有柄.

b.葉はランセット形. ・・・・……・ … ・・ ・・ …・・…・…・ ・21)S. lepidostachys v.Seem 
*注:lepidostachysとは「鱗片葉をもった穂状花」の意で・現在ではエゾノカワヤナギの異名と考えられる.

b.葉は狭い線形. …・…...・H ・・………・・......…・・・… 22)カワヤナギS.gilgianαv.Seem. 

Sect.14. Subviminales 

a.壱:幅広い楕円或いは卵形，上端は円頭或いは鈍頭.腺体:卵形，端載する.

...23)オオタチヤナギ・オオシロヤナギS.pierotiiMiq. 

a.壱:卵形，長く尖る.腺体:狭い線形，端載する.........24)ネコヤナギS.thunbergianαBlume 

C. Submonandrae 雄花は2本が離生するか，或いは多少とも合生する雄蕊をもっ.それゆえ

に雄花は通常l雄蕊を持つ.

S巴ct.15.Sieboldiana巴

a.雄花は2雄蕊かl雄蕊を持つ.

b.花穂は葉より前か或いは葉と殆ど同時に顕れる. •••• • 25)ヤマヤナギS.sieboldiana Blume 

b.花穂は葉と共に顕れる.・・H ・H ・-…...・H ・....・...26)ダイセンヤナギS.daiseniensis v.Seem. 

a.雄花はl雄蕊を持つ.

-602-



b.花穂は葉より前に顕れるか或いは葉と殆ど同時に顕れる.

..27)ハシカエリヤナギS.buergerianaMiq. 

b.花穂は葉と共に顕れる.・・ ・・…・…・…・・ .......28)ヤマヤナギS.saidaeana v.S巴巴m.

以下の種はS巴ctio 節)の所属不明としてある.

29)エソソタカネヤナギS.yesoalpina Koidz. 

30)コナガパヤナギS.αequitriensv.Seem. 

31)オオキツネヤナギS.futura v.Seem. 

32)オクキツネヤナギS.matsumuraei v.S巴em.

33)ツクシヤマヤナギS.harmsiana v.Seem. 

繁雑なので，これを省略した.なおSect.(節)

の語は原著にないが，これを補った.現在の

ヤナギ属の分類系はアンデルソンやゼーメ

ンの学説を取り入れて発展したものである.

本編をみれば，彼がヤナギ属の分類にな

にを重視していたかが良く理解できると思

う.腺体の数，雄蕊の数，花柱の長さ，子房

の毛の有無，腺体の長さ・形状，子房柄の

有無ーなどで，特に「腺体の数・形状」を分類

の上位に置いた.アンデルソンが「雄蕊の

数Jを重視したのと対照的である.この面で
は先学の業績に新機軸を出したいゼーメン

の気持ちがよく顕れている.しかし「雄蕊の

数」は比較的安定していて腺体のような規則

性・安定性にやや欠ける形質より優れている

のは言うまでもない.

検索表中の訳語ランセットとは医用のメス

(柳葉万)のことで，披針形に近いものか，同

じ形状を指す.訳語中， HintereD凶seは直訳

すると背腺体になるが，これを腹腺体とし，

Vordere Druseを直訳すると前腺体になるが，

これも背腺体とした.これはドイツ人と私ども

との視点の違いに由来するので原書を直接

読む際には注意すべきである.

参考文献

N.J.Andersson， 1863. Monographla Salicum， 1. 

O.von Se巴men，1903. Salices Japonicae. 

長谷川義人， 1993. Otto von S巴巴men(l 838 ~

1910)について MAKINO，35: 6. 

長谷川義人， 1993 ドイツ人の発想と視点.

MAKINO， 36: 7. 
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マメ科植物・話題あれこれ

(佐々木あや子)

1.シヤジ‘ク、ノウ属クシパツメクサの紹介

シヤジ‘クソウ属TrifoliumL.の日本在来種は

シヤジクソウ1種であり，県内のシヤジクソウ

属は全て帰化によるものである.その中には

牧草として明治維新頃渡来し，全国に野生化

したシロツメクサやムラサキツメクサなどが含

まれる.その後も輸入穀物や家畜の飼料に

混入して，各地に帰化したものも多い.

ここで紹介するクシパツメクサTrifolium

angulatum Waldst.& Kit.も，横浜市瀬谷区の

畑地で採集されたものであり， 近くには製粉

かすが撒かれた畑のあることから輸入小麦

~;bP 

バミズ

クシパツメクサ a:全体， b:葉，c花.スケールは5mm



a 

に種子が混入した可能性が大きいという.

クシパツメクサ(櫛歯詰め草)は，その名の

とおり葉には櫛の歯状の鋭い鋸歯があり，そ

れだけでもシヤジクソウ属の他の種から容易

に識別できる.また，葉肢や枝先につけた花

序は植物体の割りには大きく，針状に尖った

専歯と7~8mmある淡紅色の花冠をつける.

そして，花後，それまでほとんど目立たなかっ

た小花柄は4~5mmに伸び，花は少しだらし

なく下を向く.東ヨーロッパ原産，中部ヨーロッ

パに帰化している.勝山・松本・秋山(2000)

が詳細に報告している.

標本:横浜市瀬谷区上瀬谷 1999.9.20松本雅

人KPM-NA011633.

ぷ戸そラ三ラ三3>-玉
、よ三二ごミ長ン
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アレチノエンドウ.

a:全体， b花，c小葉

スケールはaが5cm，

b， cカ'llcm.

2.新帰化植物司アレチノエンドウ

厚木市下川入の路傍で松本雅人氏がソラ

マメ属ViciaL.の見慣れない植物を採集され

た.帰化によるものと考え，海外の文献を当

たったところ， Zohary (1987)， Pignatti (1982)， 

Tutin et al. (1968)により，地中海沿岸に分布

しているViciamonanthαRetz.と判明した.荒

れ地にたくましく生育していて，エンドウに似

ていることから，アレチノエンドウと新称し，日

本新産の帰化植物として報告する.また，県

博でトウエンドウv.bungei Ohwiとして所蔵さ
れていた茅ヶ崎産の標本も本種と同ーのもの

と判り，今回厚木市で採集された標本と併せ

てアレチノエンドウの特徴を記す.



l 年草.茎は長さ80~100cmになり，疎らに

軟毛がある.葉は6~ IOcm ， 葉軸の先は2~3

回分枝した巻きひげとなる.小葉は7~ 8対，

まばらに毛があり，長さ1.5 ~ 3.5cm ，幅3 ~

7mm，線形から長楕円形，先端は鈍頭，切り

形でときにわずかに凹み，微突起がある.葉

は有毛，小形で2裂し，全縁，先は尖る.花序

は葉より短く，淡青色，長さ1.3 ~1.5cmの花を

2~3個つける.専は長さ4~5mm，専裂片は

ほぼ同長，筒部より短い.豆果は扇平，長楕

円形，無毛，汚黄褐色，長さ3~4.5cm，幅8~

lOmm， 6~7個の種子を入れる. 種子は黒褐

色，球形，径4.5~ 5mm.

Vicia monanthaは原産地では，半砂漠地の

畑地や休耕畑に生育しているという.今回，

本種を採集された松本氏によれば，採集地に

は数年前から見られたという.また，県博に

収蔵されていた茅ヶ崎産の標本は1993年の

ものであり，採集者の三輪氏によるとかなり

・旺盛に生育していたが，現在は環境が変わり

見られなくなってしまったとのことである.

標本:茅ヶ崎市芹沢 1993.5.21三輪徳子

K.PM-NA0114797，厚木市下川入 2000.5.3

松本雅人口M-NA0119086.

3.ハクモウアカツメクサの記述一部訂正

本誌No.49: 564で紹介したハクモウアカツ

メクサTstriatum L.の花序の記述に一部誤り

がありましたので，ここで訂正させていただく.

花序は短い枝の先につき，直径約15mm，多

数の花をつける.専は筒部の長さ約2.6mm，

10脈があり，専歯は5個で長さ約2.2mm，先

は鋭く尖り，長毛に被われる.

文献

勝山輝男ほか， 2000.神奈川自然誌資料

(21): 5-6 

Zohary， M.， 1987. Flora Pala巴stina.The Israel 
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南足柄でクモランを発見

(埜村恵美子・菊地真知子)

クモランTaeniophyllumglandulosum Blume 

は古い記録では鎌倉今泉・登戸にあったとさ

れますが， r神奈川県植物昔、1988Jの調査で
は確認されなかった種で、す.このクモランを南

足柄で発見しましたのでご報告いたします.

2000年5月21日，南足柄で、未調査になってい

た林道沿いの沢の対岸に寄ってみました.そ

こには民家に隣接した梅林がありました.梅の

木は直径20cmくらいの木で，ノキシノブやウメ

ノキゴケが多数着生していて，下草が繁り，あ

まり手入れがされていないようでした.そのl本

の幹の地上1.7mくらいの所に，葉がなく，根

(葉緑体のある気根)だ巾0本くらいを，放射

状に広げ貼り付いているクモランと思われる植

物を見つけました.他の木も捜しましたが，結

局このl株しか発見できなかったので、写真(表

紙参照)のみで，標本は採取しませんでした.

その後，7月30日に再度訪ねたところ， 4個の

花が咲き終わり，果実になり始めていました.

その様子から花期は7月前後と思われます.

クモランは根(気根)が長さQ~3cmで、全体で、

も5cmくらいと目立たない植物ですが，梅の

木が庭に植えられていることから，案外身近

なところで、発見されるかもしれません.

チクゴスズメノヒ工司神奈川県に産す

(菊地真知子・埜村恵美子)

2∞o年8月20日，ミズ、オオバコの開花を見る
ために寒川町の田圃道を走行中，黒っぽい

花序が2本V字状についたスズメノヒエ属の植

物を見つけました.今まで、に見たスズメノヒエ

属植物とは違うように思い，調べてみました

が，県誌，その他の図鑑にも記載がなく，県

博へ標本の一部を送りました.その結果，標

本が完全でないので，もう一度，取り直すよう

に御指示を頂きました.

その後，増補日本イネ科植物図譜(1993)の

チクゴスズメノヒエPaspalumdistichum L. var. 

indicum Shinn巴rsで、はないかと推定いたしまし
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チクゴスズメノヒエ キシュウスズメノヒエ

花序 2(~3)本 2本

葉鞘の毛 長白毛が密生 無毛(葉鞘口部

葉身の毛

蔚

第l直穎

には毛がある)

白毛あり 無毛

黒紫色 黄色

小穂より長く三 ないか退化して

日月状に湾曲 鱗片状

た.再度採集し，県博に送り，チクゴスズメノヒ

エに間違いないとの返事を頂きました.

特徴としては，葉鞘や節に密生した長白

毛，葉身に疎生する白毛， 2本の総からなる

花序，黒紫色の柱頭，紫色の荷などです.こ

の植物は壮大で多数分枝しながら長いほふく

茎を伸ばし，水面に広がり，田の厄介な雑草

になることと思われます.

特に第l壱穎の特徴は他のスズメノヒエ属に

ない特徴で，同定の決め手になると思います.

a 

a・チクゴスズメノヒエの植物体の一部， b:同，

小穂， c:同，葉鞘，d:キシュウスズメノヒエの小

穏.スケールはImm佐々木あや子画.

*この原稿を受け取ってから，平塚市博物館

の標本庫でこの仲間の標本を調べていたら，

チクコゃスズメノヒエがl点(秦野市今泉 1999.

11.18金井和子HCM085782)あることがわか

りました.その気になって探すことの大事さを

再認識しました.(事務局木場)
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タシ口ランの新産地

(奥津均)

2000年7月16日，横浜市磯子区氷取沢に

て，タシロランEpipogiumroseum Lindlの群

生を見た.数日後の，再訪の観察を含めて

報告する.

現地は山の中』度で，アカガシ，ケヤキ，スギ

などがまばらに生える林中で、径5白n程の円形

の窪みに3群あった.ここはハイキングコース

より離れているので表土はとても柔らかい.

一つの群には，およそ40cm四方あたりに6

~ 7株ずつあり，茎長の最大は42cmで、あっ

た.全体には花の盛期が過ぎていて，半数は

茎が柔かくなり，腐る寸前で，くずれかけてい

た.種子の散布はどうかを見るため，結実し

た茎の中程を手で持ち，振ると，無風では

あったが，微粉状態の種子はすぐ落下するこ

となく，スギの花粉のようにふわふわとただ

よった.

茎は軟質で生長が速く，直ちに立ち腐れる

が，朔果中の種子形成も比較的に速い.ま

た，一群の中には，数日前に伸びたばかりと

思われる20cm くらいの若い茎が1 ~ 2株あり，

これには白い花をつけていた.これらの事項

より新しい茎の発生から数日毎に3~4回の

新規の発生を繰り返し，最初の発生から消滅

まで約3週間と思われる.この日ははからず

も，腐った茎，結実時期，新しい茎についた

花，と3様が見られた.

標本を作り，神奈川県立生命の星地球博物

館と横浜市こども植物園標本室に結実時期

のものと，新しい花のついたものを一組にし

て写真と共に提供した.

参考文献

大森雄治， 1984.三浦半島で再発見されたタ
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大森雄治， 1987観音崎におけるタシロランの
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浜口哲一他，2∞O.湘南植物誌V，p.77，分布
図p.79，平塚市博物館.



タシロラン.

ツルマオの県内初見

(奥津均)

ツルマオ属は世界に15種あるが，本邦では

ツルマオ1t重のみがある.ツルマオGonostegia
hirta (Blume) Miq.は暖帯~熱帯に生育し，

国内では静岡県より南に生育し，神奈川県内

で、は報告がなかった.

2000年9月21日に，小田原いこいの森から

塔の峰へ向かうハイキングコースで開花中の

群生を見た.なにぶん，つる植物なので株数

は数えられないが50mくらいの距離をおい

て， 3ヶ所で、確認した.24日に再訪して，即

日，県立博物館に収めた.ご指導下さった長

谷川義人先生に感謝します.

参考文献

北村四郎他， 1961.原色日本植物図鑑.保

育社.

佐竹義輔他，1982.日本の野生植物.平凡社.
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ホウキアゼガヤ(新称)

(秋山幸也)

横浜市瀬谷区上瀬谷で，松本雅人氏が採

集されたイネ科アゼガヤ属Leptochloαの一種

を，相模原ブロックで検討してきた.細長い総

を数多くつけ，葉梢に細毛を散生することか

ら， 一見するとイトアゼガヤL.panicea (Retz.) 

Ohwiに似ている.しかし，よく見るといくつか

の点で異なるため，文献をあたってみたとこ

ろ，熱帯アメリカ原産で北米大陸南部にかけ

て分布するL.filiformis (Lam.) P.Beauvであ

ることがわかった(H山 hcock1951).種小名

は「糸状の」という意味であるが，前述のイト

アゼガヤですでにこの形容詞は使われてい

る.このため，若い花序が葉鞘からはみ出し

た様子が帯に似ているので，ホウキアゼガヤ

と新称することにした.原産地では聞けた草

原や路傍に普通に見られる種のようである.

アゼガヤ属は県内において，アゼガヤL

b 

c 

ホウキアゼガヤ a:総状花序，
b:稗の基部，c小穂， d:葉鞘

スケールは， Cカ'lmm，dがlcm.



chinensisおよびニセアゼガヤL.uninerviaがそ

れぞれ少数記録されている(大場 1987，小崎

1991) .イトアゼガヤは暖地に帰化が知られる

ものの，県内では記録がない.本種は今のと

ころ瀬谷区の1カ所で採集されたに過ぎない

が， 他のアゼガヤ属とともに今後の動向が注

目される.

本種はl年草で高さ60~ 100cm，根元付近か

ら数本が束生し，ときに地上をはって基部か

ら発根する.葉は細長く ，中高0 .7 ~ 1.5 cm，長さ

15 ~ 40cm，上部の葉梢にはまばらな毛があ

り， その基部の多くは硬点となっている.円錐

花序は長さ15~ 40cm，しばしば紫色を帯び

る.総は細く ， 長さ5~15cmで， 3~4小花から

なる小穂を多数つける.小穂は長さ 2 ~

2.5mm，第l直穎と第2直穎がほぼ同長で

1.7mmで、ある.イトアゼガヤとの明確な識別点

は，この第l直穎と第2直穎の長さがほぼ同じ

でやや大きいという点である.逆に言えば，こ

れ以外に明確な違いが無く，ホウキアゼガヤ

も個体によっては第l直穎がやや短いものも

散見される.北米の文献をいくつかあたって

みたが，残念ながら熱帯アジア原産とされる

イトアゼガヤム paniceaと併記したものが無

かった.このため，両種聞の検討不足は否め

ないが，植物誌2001の編集作業の進行上，

現段階での検討結果を報告することとした.

標本:瀬谷区上瀬谷

1999.10.31 松本雅人

SC恥1013761

参考文献

Hitchcock，A.S.，1951:Manual 

of the Grasses of the 

United Stat巴s.2nd ed. 

大場達之，1987:ニフ、、イロア
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アメリカミコシガヤの学名訂正とナガ

バアメリカミコシガヤ

(勝山輝男)

20∞年2~ 3月頃， 菅沢さんより提出された

標本の中に1998年6月に相模湖町道志新田

で採集されたアメリカミコシガヤと書かれた標

本が入っていた.アメリカミコシガヤは1992年

に吉川アサ子さんが川崎市麻生区の宅地造

成地で採集されたものに，勝山(1992)が和

名を新称し，Carex vulpinoidea Michx.と同定

したものである.相模湖町の植物は全体はア

メリカミコシガヤに似ているが，果胞が狭卵形

で、長さ約2mmと小さく，果胞が広卵形で長さ

約3mmあるアメリカミコシガヤとは異なるもの

で、あった.そこで， 2000年6月に発見者の菅

沢さんにお願いして，相模湖町道志新田の産

地を案内していただいた.

麻生区のアメリカミコシガヤを仁川lpinoidea

にしたときは，Gleason & Cronquist (1991)に

従い種を広く扱った.これに従えば，相模湖

町の植物も仁川lpinoideaになってしまう.果

胞の大ききゃ形の他にも，植物体の色，葉が

花茎よりも著しく長くなることなども違い，同種

とはみなせない.

そこで、，最近出され犬訓ohlenbrock(1999) 

で調べ直したところ，相模湖町の植物が本当

の仁川lpinoideaMichx.にあたり，麻生区の

アメリカミコシガヤ(左)とナガパアメリカミコシガヤ(右)
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ものはC.brachyglossa Mack.で、あることが明

らかになった.そこで、，アメリカミコシガヤの学

名をC.brachyglossaに変更し，相模湖町で採

集された本当の仁川lpinoideaには新たな和

名をつけることになった.菅沢さんと相談し，

葉がアメリカミコシガヤに比べて著しく長いの

でナガパアメリカミコシガヤ(菅沢新称)の和

名をつけることにした.両者の形態の詳細は

「神奈川県植物詑♀001Jに譲り，両者の生

態写真を載せる.両者の葉の長さの違いがよ

くわかると思う.

文献
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勝山輝男，1992. Flora Kanagawa， (34): 371. 

Mohlenbrock， R.H.， 1999. The llIustrated Flora 

of IlIinois， Sedges:Carex. 328pp. South巴rn

II1inois Univ巴rsityPress， Carbondale and 

Edwardville 

アオテンツキ，ヒメアオガヤツl人そし

てシマクサギ採集記

(勝山輝男)

2000年9月1日，横須賀市自然博物館で標

本のデータ入力をしている中山博子さんよ

り，アオテンツキらしいものを三?甫ブ舟ロックの

鈴木美恵子さんが，三浦市下宮田の小松ヶ

池で採集されたので，見て欲しいという電話

と，その植物の陰影のファックスが送られてき

ました.ファックスの陰影を見ると間違いなさ

そうです.アオテンツキFimbristylis

verrucifera (Ma氾m.)M紘moは神奈川県植物

目録(1933)と神奈川県植物誌(1958)に「横

浜Jの記録がありましたが，その後採集され
ず，標本も確認されていませんでした.中山さ

んによると小松ケ、池の水を抜いて，ヘドロを取

り除く作業を行っており，その干上がった池底
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アオテンツキ(上)とヒメアオガヤツリ(下)

にたくさん生えてきたということです.池は作

業が終わると再び水が張られてしまうとのこと

でした.アオテンツキのような植物は埋土

(泥)種子を多量にっくり休眠し，池が干上

がったりするなどの条件が整うと大発生しま

す.他にも同じような性質の植物が発生して

いる可能性もあり，水が張られないうちに現

地を見たいと思いました.手帳を見ると，9月4

日(月)しか時聞がとれそうもありません.月

曜日は鎌倉のグループが定例会として採集

に出ている日だったので、すが，中山さんに無

理を言って，鎌倉月曜会の方々もいっしょに

行くことになりました.鈴木美恵子さんと三浦

海岸駅で待ち合わせて，小松ヶ池へ向かいま

した.

池の水はすっかり抜かれ，作業員が胸まで

あるゴム長をつけて泥を取り除く作業をしてい

ました.干上がった、池底の泥の上にはアオテ

ンツキが一面に生えていました.作業員にこ

とわって採集させてもらいましたが，作業員い

わく，泥にはまってしまったら助けてあげられ

ないよ，あまり中央に入ってはだめだ、よ，との



ことでした.一見すると表面は乾いているよう

に見えるのですが，中はどろどろで，じようず、

に移動しないとはまってしまいます.足がもぐ

りはじめると，簡単には抜け出せません.皆

で手をヲ|っ張ってやっとのこと脱出する場面

もありました.無事に採集が終わってほっとし

たメンバーのスナッフ。を載せておきます.アオ

テンツキのイ也にはシロガヤツリに似、たカヤツ

リグサ科植物がありました.これは持ち帰って

調べたところ(実はすぐにではなく，だいぶ後

になって調べたのですが)，ヒメアオガヤツリ

Cyperus extremiorientalis Ohwiでした.ヒメア

オガヤツリは神奈川県からは始めての記録

です.

泥だらけの小松ヶ、池だ、ったので，お昼ごは

んは海岸のきわやかな所で食べたくなりまし

た.中山さんが，それならば諸磯のアマクサ

ギ?の花が咲いているかもしれないので，そ

れを見ながらお弁当を食べようと提案があり

ました.以前から三浦グループの間では，諸

磯と城ケ島に葉が無毛のクサギがあり，南西

諸島にあるアマクサギではないかといわれて

いたそうです.さっそく，お弁当を買って諸磯

浜へ移動することにしました.

アマクサギ?は葉がほとんど無毛で，花の

専が白く，花冠が小さく，雄しべも短いように

感じました.葉に毛のある普通のクサギも近く

にあり，これは専が赤い見慣れた花を咲かせ

ていました.これを見たとき， 2~ 3年前に植物

研究雑誌に発表された伊豆諸島産のクサギ

の新種(このときには名前がどうしても思い出

小松ヶ池にて
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シマクサギ

せませんでした)ではないかと思いました.

帰って調べてみると(これはその日のうちに調

べました)， r井上健・長谷川雅美・小林史
郎， 1997.伊豆諸島のクサギ属の1新種.植

物研究雑誌72(2):117-124. Jの論文があり，
シマクサギ、Clerodendrumizuinsulare K.Inoue， 

M.Hasegawa & S.Kobayashiが記載されてい

ました.諸磯のアマクサギ?はシマクサギの

記載や写真と同じものでした.

結局，この日はアオテンツキがきっかけで，

三浦半島から神奈川県新産の植物がいっぺ

んに3種も見つかったことになります.すでに

原稿の締切りは過ぎていましたが，最後の駆

け込みで「神奈川県植物誌2001Jに間に合わ

せることができました.

編集後記

。前号で，総索引や名簿を作成すると書きま

したが，もう少し時聞がかかりそうです.

。今回のFLORAKANAGA WAは，佐々木あ

や子さんが編集を手伝ってくだ、さいました.線

画をイメージスキャナで取り込んで，文字と一

緒に割り付けてといった作業をお願いしまし

た.彼女のメリットは，絵解き検索をパソコン

で作れるようになることで，事務局のメリット

は，次号からも編集作業を手伝ってもらえる

助っ人ができたことと思っています.

(Q)20世紀のうちに発行したかったのですが，

今日になってしまいました.早くに投稿してく

ださった方には， 申し訳ありませんでした.




